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清
代
内
蒙
古
帰
化
城
ト
ゥ

メ
ト
旗
の
公
文
書
に
つ
い
て

萩

原

守

l立

じ

め

モ
ン
ゴ
ル
民
族
の
歴
史
に
関
す
る
内
外
の
研
究
は
近
年
い
よ
い
よ
そ
の
幅
を
広
げ
、
扱
わ
れ
る
時
代
、
地
域
、
分
野
、
用
い
ら
れ
る

史
料
の
種
類
、
そ
の
い
ず
れ
を
と
っ
て
み
て
も
い
っ
そ
う
多
彩
に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
う
ち
清

朝
支
配
下
の
時
代
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
史
の
研
究
は
、
そ
の
時
間
的
な
長
さ
や
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
国
で
も
あ
ま
り
研
究

の
進
ん
で
い
な
い
分
野
の
一
つ
で
あ
る
。
各
種
概
説
書
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
経
済
、
商
業
、
宗
教
等
は
勿
論
、
基
本
的
な
行

政
制
度
の
実
態
す
ら
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

一
方
こ
の
時
代
の
史
料
は
、
清
朝
実
録
を
は
じ
め
と
す
る
一
般
的
な
漢
文
史
料
の
ほ
か
に
、
各
地
に
保
管
さ
れ
て
い
る
橋
案
（
公
文

書）、

チ
ベ
ッ
ト
文
・
モ
ン
ゴ
ル
文
の
高
僧
伝
・
年
代
記
、

外
国
人
の
旅
行
記
等
実
に
多
彩
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
椙
案
類
は
最
も
重
要

な
史
料
で
あ
る
が
、

ウ
ラ
ン
バ

I
ト
ル
、

ブ
フ
ホ
ト
、
北
京
、
台
北
等
残
っ
て
い
る
場
所
が
限
定
さ
れ
て
い
て
未
整
理
の
も
の
も
多

く
、
必
ず
し
も
自
由
に
閲
覧
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
分
一
般
的
な
漢
文
史
料
の
役
割
は
大
き
い
が
、

ま
た
利
用
し
や
す
い
形
で
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残
さ
れ
て
い
る
構
案
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

こ
こ
で
扱
う
江
賓
編
『
蒙
古
聯
合
自
治
政
府
巴
彦
塔
投
盟
史
資
料
集
成

士
獣
特
特
別
旗
之
部
第
一
輯
』

（
以
下
『
資
料
集
成
L

と

省
略
）
は
、

日
本
人
学
者
ら
が
太
平
洋
戦
争
中
の
一
九
四
二
年
、
内
モ
ン
ゴ
ル
で
出
版
し
た
檎
案
史
料
集
で
、
国
内
で
見
ら
れ
る
清
代
モ

ン
ゴ
ル
関
係
の
稽
案
類
の
う
ち
で
は
、
最
も
よ
く
ま
と
ま
っ
た
分
量
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
従
来
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
お
ら

（

1
）
 

ず
、
こ
れ
に
言
及
し
た
も
の
も
極
め
て
少
な
い
。
ま
た
『
資
料
集
成
』
の
抄
訳
た
る
「
蒙
古
聯
合
自
治
政
府
巴
彦
塔
投
盟
史
資
料
集
成

（

2
）
 

（
以
下
「
識
語
』
と
省
略
）
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

士
駅
特
特
別
旗
之
部
第
一
輯
翻
語
第
一
号
』

そ
こ
で
本
稿
は
、
上
述
し
た
清
代
モ
ン
ゴ
ル
史
研
究
の
遅
れ
を
認
め
た
上
で
、
本
「
資
料
集
成
L

の
内
容
を
整
理
・
検
討
し
、
今
後

の
研
究
へ
の
一
つ
の
土
台
と
し
て
役
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
紙
数
の
関
係
か
ら
、
『
資
料
集
成
』
中
の
漢
文
文
書
の
内
容
検
討
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
ゆ
ず
り
、
こ
こ
で
は
モ
ン
ゴ
ル
文
、

満
洲
文
の
文
書
を
中
心
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

ト
ゥ
メ
ト
旗
文
書
の
発
見
と
出
版

『
資
料
集
成
」
及
び
「
翻
語
L

の
序
文
そ
の
他
に
基
ず
い
て
、

（

3
）
 

み
る
。

ト
ゥ
メ
ト
旗
文
書
の
発
見
と
出
版
の
経
緯
を
以
下
に
短
く
ま
と
め
て

太
平
洋
戦
争
当
時
の
内
モ
ン
ゴ
ル
は

徳
王
を
主
席
と
す
る
日
本
の
健
偏
政
権
、
蒙
古
連
合
自
治
政
府
（
一
九
コ
一
九
J
一
九
四
五

（

4
）
 

年
）
の
治
下
に
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
巴
彦
塔
投
盟
管
下
に
あ
っ
た
帰
化
城
（
現
呼
和
浩
特
市
街
の
旧
域
部
分
）
の
つ
土
歎
特
特
別
旗

（

5
）
 

一
九
四
一
年
頃
十
万
余
通
の
公
文
書
が
発
見
さ
れ
た
。

公
署
の
内
部
よ
り
L

、

こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
ト
ク
メ
ト
旗
文
書
で
あ
る
。
こ
の
文



書
は
、
康
照
初
年
か
ら
民
国
二

O
年
と
い
う
約
二
百
五
十
年
間
の
長
き
に
わ
た
る
も
の
で
、

モ
ン
ゴ
ル
文
、
満
洲
文
、
漢
文
と
三
種
類

の
言
語
が
ま
ち
ま
ち
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
清
代
を
通
じ
て
帰
化
城
ト
ヮ
メ
ト
旗
の
街
門
が
、
中
央
の
理
藩
院
や
経
遠
城
（
現

呼
和
浩
特
市
街
の
新
城
部
分
）
将
軍
街
同
を
は
じ
め
、
各
地
の
役
所
と
の
聞
で
や
り
と
り
し
た
公
文
書
で
あ
る
か
ら
、
清
代
以
来
の
ト

時
（

6
）

ヮ
メ
ト
旗
の
都
統
、
副
都
統
の
街
門
の
下
で
ず
っ
と
保
管
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
蒙
古
連
合
自
治
政
府
が
土
黙
特
特
別
旗
公
署
を

清代内蒙古帰化城トゥメト旗の公文書について

置
い
た
後
、

一
九
四
一
年
に
な
っ
て
、
関
係
者
が
保
管
さ
れ
て
い
た
文
書
に
よ
う
や
く
気
付
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

続
い
て
、
主
と
し
て
戦
時
下
の
内
モ
ン
ゴ
ル
で
の
行
政
資
料
と
し
て
役
立
て
る
た
め
に
、
蒙
古
連
合
自
治
政
府
に
よ
っ
て
そ
の
刊
行

が
計
画
さ
れ
た
。
こ
の
時
編
集
に
あ
た
っ
た
の
が
江
貫
氏
（
巴
彦
塔
並
盟
公
署
文
教
科
事
務
官
）
で
あ
る
。
ま
ず
江
民
を
中
心
と
し
て

一
万
通
が

さ
れ
、

（
大
阪
市
西

さ
ら
に
そ
の
中
か
ら
二
百
八
十
七
通
が
選
び
出
さ
れ
て
大
阪
単
式
印
刷
株
式
会
社

（

7
）
 

区
V

で
影
印
さ
れ
た
。
こ
れ
が
江
寅
編
『
資
料
集
成
』
で
あ
る
。
発
行
は
成
紀
七
三
七
（
一
九
四
二
）
年
一
一
月
一
一
一
日
、
発
行
所
は
蒙

（

8
）
 

古
連
合
自
治
政
府
巴
彦
塔
投
盟
公
署
と
な
っ
て
い
る
。
体
裁
は
、

「
整
理
・
研
究
」

B
5
版
、
二
一
百
八
十
七
頁
、
序
文
・
目
次
十
四
頁
、
地
図
一
枚
、
題

辞
三
枚
で
あ
る
。
影
印
は
比
較
的
鮮
明
で
よ
く
で
き
て
い
る
。

十
万
余
通
の
中
か
ら
二
百
八
十
七
通
が
選
び
出
さ
れ
た
基
準
に
つ
い
て
、
江
氏
は
凡
例
の
所
で
、
地
域
的
に
は
「
土
獣
特
旗
、
一
時
化

城
、
鞍
遠
城
、
太
原
府
、
理
藩
院
等
の
所
在
地
並
に
チ
ャ
ハ
ル
、

ウ
ラ
ン
チ
ャ
ッ
プ
、

オ
ル
ド
ス
、

ウ
リ
ヤ
ス
タ
イ
、

ウ
ル
ム
チ
等
の

諸
地
方
の
文
書
を
主
に
牧
録
」
し
、
又
「
特
に
文
法
上
の
興
味
あ
る
文
書
は
長
文
に
亙
る
も
の
多
く
こ
こ
に
ほ
と
ん
ど
採
録
な
し
え

ず
」
と
書
い
て
い
る
。
し
か
し
地
域
以
外
の
選
考
基
準
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
『
資
料
集
成
』
は
奥
付
に
非
売
品
と
あ
る
よ
う
に
発
行
部
数
が
少
な
か
っ
た
ら
し
く
、
園
内
に
は
さ
ほ
ど
残
っ
て
い
な
い
よ
う

47 

で
あ
る
。
筆
者
は
、
東
洋
文
庫
（
一
九
六
五
年
岩
井
大
慧
氏
寄
贈
本
）
と
京
都
大
学
内
陸
ア
ジ
ア
研
究
所
（
写
真
複
写
本
）
に
所
蔵
さ
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れ
て
い
る
の
を
確
認
で
き
た
に
す
ぎ
な
い
。
個
人
蔵
の
形
で
は
少
し
は
残
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
北
京
で
も
存
在
が
確
認
で
き
る

〈

9
）

が
、
内
モ
ン
ゴ
ル
に
残
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

な
お
表
題
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、

ト
ヮ
メ
ト
旗
文
書
の
第
二
輯
以
下
や
他
旗
の
公
文
書
も
出
版
す
る
予
定
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る

が
、
結
局
出
版
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

次
に
こ
の
『
資
料
集
成
』
は
、

「
戦
局
下
の
蒙
古
行
政
に
敢
闘
さ
れ
る
諸
士
の
御
参
考
に
供
し
、
又
員
に
蒙
古
を
調
査
研
究
さ
れ
る

一
般
方
々
の
一
助
の
資
に
献
げ
」
る
た
め
、
大
急
ぎ
で
抄
訳
作
業
が
進
め
ら
れ
た
。
和
訳
に
あ
た
っ
た
の
は
、
張
家
口
の
蒙
古
連
合
自

治
政
府
蒙
古
文
化
研
究
所
を
中
心
と
す
る
同
政
府
の
「
日
蒙
の
行
政
官
諸
氏
」
で
あ
り
、

お
そ
ら
く
そ
の
中
心
に
は
江
寅
氏
が
お
ら
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

翻
訳
さ
れ
た
文
書
は
、

『
資
料
集
成
L

前
半
部
分
の
モ
ン
ゴ
ル
文
文
書
の
み
七
十
二
通
で
、
張
家
口
の
星
野
印
刷
工
廠
で
印
刷
さ
れ

た
。
そ
し
て
成
紀
七
三
八
三
九
四
一
ニ
）
年
一
一
一
月
二
三
日
、
前
記
の
蒙
古
文
化
研
究
所
（
張
家
口
）
か
ら
「
蒙
研
資
料
第
一
一
蹴
」
と

し
て
発
行
さ
れ
た
。
こ
れ
が
『
融
課
』
で
あ
る
。
編
集
は
蒙
古
文
化
研
究
所
と
巴
彦
塔
投
盟
公
署
の
共
編
と
い
う
形
に
し
て
あ
り
、
発

行
者
は
同
研
究
所
の
江
貫
氏
と
な
っ
て
い
る
。
江
氏
は
文
書
の
翻
訳
の
た
め
所
属
を
移
ら
れ
た
も
の
か
。
体
裁
は
、

A
5版
、
七
十
一

頁
、
序
文
・
目
次
十
二
頁
、
索
引
五
頁
、
図
版
一
枚
で
あ
る
。
こ
れ
も
奥
付
に
非
売
品
と
あ
る
。
発
行
部
数
は
『
資
料
集
成
L

と
同
じ

（叩）

ぐ
ら
い
少
な
か
っ
た
よ
う
で
、
今
で
は
か
な
り
稀
少
な
も
の
で
あ
る
。

『
誠
一
語
』
は
、
そ
の
序
に
も
あ
る
通
り
大
へ
ん
誤
訳
が
多
い
。
と
り
あ
え
ず
大
急
ぎ
で
抄
訳
を
出
版
し
、
翌
（
一
九
四
四
）
年
改
め

て
『
資
料
集
成
』
の
全
訳
を
出
版
す
る
予
定
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
こ
れ
も
や
は
り
計
画
だ
お
れ
に
終
わ
っ
た
。
結
局
ト
ク
メ
ト
旗
文

書
の
残
り
大
部
分
は
、
影
印
・
出
版
さ
れ
な
い
ま
ま
フ
フ
ホ
ト
に
残
っ
た
わ
け
で
あ
る
。



で
は
ト
ヮ
メ
ト
旗
文
書
十
万
余
通
は
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
現
在
も
フ
フ
ホ
ト
に
そ
の

ま
ま
残
っ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
現
在
フ
フ
ホ
ト
の
内
蒙
古
槍
案
館
に
は
、
蒙
文
槍
案
が
四
、
五
万
件
残

〈

U
）

っ
て
い
る
と
い
う
。
若
松
寛
氏
の
記
述
に
よ
る
と
、
氏
ら
が
一
九
八
五
年
に
内
蒙
古
自
治
区
を
訪
問
さ
れ
た
際
、
そ
の
フ
フ
ホ
ト
来
訪

を
機
に
、
十
月
三
日
、
内
蒙
古
師
範
大
学
で
蒙
古
歴
史
文
献
学
術
信
息
会
が
開
催
さ
れ
、
席
上
向
大
学
の
金
峰
氏
が
蒙
文
槍
案
整
理
上

清代内蒙古帰化城ト pメト旗の公文書について

の
問
題
に
関
連
し
て
次
の
よ
う
に
発
言
さ
れ
た
。
そ
れ
は
内
蒙
古
槍
案
館
（
呼
和
浩
特
）
に
蒙
文
槍
案
が
四
、
五
万
件
、
藩
陽
の
槍
案

館
に
モ
ン
ゴ
ル
関
係
の
蒙
文
・
漢
文
槍
案
が
十
七
万
三
千
余
件
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
金
峰
氏
の
言
う
フ
フ
ホ
ト
の
蒙
文

橋
案
四
、
五
万
件
が
、

い
わ
ゆ
る
ト
ヮ
メ
ト
旗
文
書
十
万
余
通
中
の
蒙
文
様
案
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

江
編
『
資
料
集
成
』
の
構
成

江
編
『
資
料
集
成
』
は
、
大
き
く
分
け
て
前
半
の
第
一
編
兵
司
之
部
と
後
半
の
第
二
編
戸
司
之
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

合
計
二
百
八
十
七
通
の
文
書
は
、
兵
司
之
部
九
十
九
通
、
戸
司
之
部
百
八
十
八
通
に
二
分
さ
れ
、
言
語
の
種
類
と
無
関
係
に
各
部
の
中

で
年
代
の
古
い
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
て
全
て
の
文
書
に
は
、
順
に
第
一
か
ら
第
二
八
七
ま
で
の
通
し
番
号
が
付
け
ら
れ
て

い
る
（
表
一
参
照
〉
。
『
醜
謹
』
は
、
表
一
に
あ
る
兵
司
之
部
の
モ
ン
ゴ
ル
文
文
書
の
ベ

（
後
述
〉
七
十
三
通
の
う
ち
、
第
六

O
文
書
を

除
く
七
十
二
通
（
個
々
の
番
号
に
つ
い
て
は
表
三
参
照
）
を
和
訳
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

（

ロ

）

（

臼

）

兵
司
、
戸
司
と
い
う
名
の
由
来
は
、
帰
化
城
ト
ゥ
メ
ト
旗
の
街
門
が
内
部
で
兵
司
と
戸
司
と
い
う
こ
つ
の
部
局
に
分
か
れ
て
い
た
こ

49 

と
か
ら
来
て
い
る
。
槍
案
類
も
こ
の
両
司
で
別
々
に
保
管
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
般
に
中
国
諸
王
朝
で
、
地
方
官
の
最
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表一江編『資料集成』の年号別構成

年 号 I 文書番号 I書総文数｜｜ 満文書洲の文数 ｜ 文モγ書ゴのノレ文数 ｜ 漢文書の文数
第1編兵司之部

康 照 1～53 53 。 53 。
羅 正 54～56 3 2 1 。

収 乾 隆 57～65 9 (1+0.5X5治.5(Q.5X4) 2 (3+0.5) 3.5 

嘉 慶 66～74 9 1 2 6 

録↓道 光 なし 。 。 。 。
成 豊 75～76 2 。 1 1 

！｜贋
同 治 77～85,91 10 c1+o.5)1. 5 (4+0.5x4)6 (1+0. 5戸x3)2.5

光 緒 86～90 5 (3+0. 5 X2)4 (0.5x2) 1 。
宣 統 92 1 。 1 。
民 国 93～，gg 7 。 1 6 

兵司の合計 I 991 19 

兵司ののベ数 21 

第2編戸司之部

乾隆32年8月来文 100～103 4 4 。 。
嘉慶2埠 8月来文 104～121 18 (16+0. 5〕16.5 (l+O. 5〕1.5 。
道光5年正月行文 122～130 9 9 。 。
// 5月来文 131～144 14 8 2 4 

威豊元年正月来文 145～159 15 1 。 14 

// 2月来文 160～180 21 2 5 14 

同治元年正月行文 181～190 10 6 。 4 

// 3月来文 191～209 19 5 。 14 

II 6月行文 210～227 18 10 。 8 

光緒3年12月来文 228～244 17 。 。 17 

グ 7年3月行文 245～270 26 16 。 10 

グ 19年2月来文 271～287 17 4 1 12 

戸司の合計 ｜四｜ 97 

戸司ののベ数 97 

総 i日込 言十 ! 2s1 ! 116 

のべ数総合計 118 

。二言語併用の文書は0.5通（のべでは1通〉ずっとして数えた。



も
主
要
な
責
務
が
司
法
（
刑
名
）
と
財
政
〈
銭
穀
）
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
よ
く
対
応
し
て
い
る
。
兵
司
が
司
法
を
、
戸

司
が
財
政
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
実
際
に
両
部
の
文
書
を
調
。
へ
て
み
る
と
、
土
地
争
い
等
の
訴
訟
文
書

も
戸
司
之
部
に
多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
し
、
財
政
に
関
す
る
文
書
で
兵
司
之
部
に
収
録
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。

両
部
の
分
担
は
、
凡
例
の
言
に
も
あ
る
通
り
整
然
た
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
両
部
文
書
の
さ
ら
仁
重
要
な
違
い
は
、

清代内蒙古帰化域ト？メト旗の公文書について

「
兵
司
の
文
書
は
諸
方
の
往
復
の
文
書
そ
の
も
の
」
で
あ
り
、

コ
戸
司
の
部
の
文
書
は
往
来
の
文
書
を
更
に
一
括
し
て
浄
書
し
て
槍
子

と
な
し
た
る
も
の
」

（
凡
例
〉
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。

（弘）

兵
司
之
部
の
文
書
は
た
だ
年
代
順
に
並
べ
て
あ
る
だ
け
で
、
後
述
の
戸
司
之
部
の
文
書
と
違
い
、
来
文
と
行
文
の
区
別
も
な
け
れ
ば

（
実
際
に
は
大
部
分
が
来
文
〉
、
整
理
の
た
め
の
書
き
足
し
も
な
い
。
ま
た
文
書
そ
の
も
の
の
大
き
さ
、
文
字
の
大
き
さ
、
筆
跡
（
手
書

（お）

き
で
な
い
も
の
も
十
通
あ
る
〉
な
ど
ど
れ
を
と
っ
て
み
て
も
ほ
と
ん
ど
一
通
ご
と
に
異
な
っ
て
お
り
、

か
っ
し
ば
し
ば
印
鑑
や
訴
状
提

出
者
の
揖
印
が
押
し
て
あ
る
。

（
こ
の
た
め
兵
司
之
部
の
文
書
は
、
影
印
の
鮮
明
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
し
ば
し
ば
判
読
不
可
能
な
部
分

が
あ
る
。
）

以
上
か
ら
判
断
し
て
、
兵
司
之
部
に
収
録
さ
れ
た
文
書
の
大
部
分
が
実
際
に
用
い
ら
れ
た
文
書
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

ほ
ぽ
ま

ち
が
い
な
い
。
た
だ
兵
司
か
ら
他
の
役
所
へ
あ
て
て
書
か
れ
た
行
文
（
例
え
ば
第
五
八
、
五
九
文
書
）
で
こ
の
中
に
収
録
さ
れ
て
い
る

も
の
ま
で
、
実
際
に
使
用
さ
れ
た
文
書
と
解
す
る
の
は
や
や
問
題
が
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
実
際
に
使
わ
れ
た
「
往
復
の
文
書
そ
の
も

の
」
は
、
他
旗
の
役
所
な
り
理
藩
院
な
り
へ
届
け
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
は
た
と
え
印
鑑
が
押
し

で
あ
っ
て
も
、
何
通
か
同
時
に
作
成
さ
れ
た
復
製
の
う
ち
そ
の
ま
ま
保
管
し
て
お
か
れ
た
一
通
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
兵

51 

司
之
部
収
録
の
文
書
全
て
が
厳
密
に
「
諸
方
の
往
復
の
文
書
そ
の
も
の
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
全
体
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
が
実
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戸司之部、各文書冒頭の千字文と序数

千字文
千字文のあとに

年 月 文書番号 満吋 西暦
ついている序数

棄正12年？ ｜（天1?)11734?I 
乾盤32年 8月来文 100～103 teng 〈騰34) 1767 623・・・642

嘉慶22年 8月来文 104～121 dzi 〈字84) 1817 568・・・638

道光5年 （正月行文 gまuたwはa 〈国92) 1825 
5月来文 131～ guwe 

成豊元年 （？月来文 fu fu 伏118
（ア，52・・※12

月来文
1851 

160～18 …110,108 

~：：～～～：：：： 同治元年 3月来文 mmg 鳴129 1862 135・・・200

6月行文 21 110～121<1J 
光鰐3年 12月来文 228～244 議145 1877 1・・・37

光緒7年 3月行文 245～270 fa 髪148 1881 37～6l<2J 

光緒19年 2月来文
mu 慕1竹

s、，u 傷160
1893 
68・・・*31 6～287 

表ニ

（ 〉内は推定。 ※は収録の順序が逆になっているもの。
～ は連続を、…は非連続を示す。
(1）第219文書が118号になっているのは、おそらく119号の誤り。
(2）第247,248文書は、いずれも39号となっいる。

際
に
使
わ
れ
た
文
書
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
戸
司
之
部
の
文
書
は
一
ヶ
月
ご

と
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
、
表
紙
と
も
い
う
べ
き

紙
が
一
ヶ
月
分
の
最
初
に
添
付
さ
れ
て
い
る
。
表

一
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
収
録
さ
れ
た
文
書
は
合

計
十
二
ヶ
月
分
で
あ
り
、
従
っ
て
表
紙
も
十
二
枚

あ
る
。
こ
れ
ら
の
表
紙
に
は
、
必
ず
満
洲
語
と
漢

語
で
年
月
と
来
文
、
行
文
の
別
が
記
し
て
あ
り
、

いー清
るi6書。）し

ま直
たし
文た
書文
そ書
ので
もあ
のる
やこ
文と
字も
の明
大記
きさ
され
、て

筆
跡
（
全
て
手
書
き
〉
は
、
少
な
く
と
も
同
一
の

月
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
一
定
で
、
文
書
に
は
印
鑑
や

揖
印
の
跡
が
全
く
な
い
（
こ
の
た
め
判
読
し
や
す

のい
写 Y
し 従
で マコ
あ て
つ Fー

た号
工之
主賢
明り
文ら 雪量

全宗
£三全
るi7て
｝保

管
用

戸
司
之
部
の
文
書
に
は
、
も
う
一
つ
注
意
す
ベ

き
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
必
ず
各
文
書
の
冒
頭
に
、



（
四
）

千
字
文
か
ら
取
っ
た
漢
字
一
文
字
（
な
い
し
は
そ
の
音
写
〉
と
序
数
が
記
さ
れ
て
い
て
、
文
書
の
本
文
が
そ
の
後
か
ら
改
行
を
せ
ず
に

始
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
（
『
資
料
集
成
』
、
『
融
課
』
の
凡
例
、
序
文
等
は
、
全
く
こ
れ
に
言
及
し
て
い
な
い
。
）
こ
の
文
字
と
序
数

（

mm）
 

が
、
文
書
の
整
理
の
た
め
清
書
の
際
に
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

今
、
各
文
書
の
年
代
と
千
字
文
の
関
係
を
整
理
し
て
表
こ
の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
る
と
、

一
年
分
の
文
書
を
全
て
一
文
字
で
表
わ
し

清代内蒙古帰化球ト pメト旗の公文書について

て
整
理
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
伏
、
鳴
を
基
準
に
し
て
、
文
書
の
年
代
差
数
だ
け
千
字
文
の
文
字
を
最
初
の
方
へ
糊
っ
て

い
く
と
、
窓
口
伊
仏
国
r
m
g
a
S
Qロ
項
目
）
に
そ
れ
ぞ
れ
騰
、
字
、

国
が
ぴ
っ
た
り
当
て
は
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
伏
、
鳴
か
ら
後
ろ
へ
下

っ
て
み
て
も
、
蓋
（
U
蓋〉、

慕
以
外
は
ぴ
っ
た
り
一
致
す
る
。

一
致
し
な
い
二
文
字
の
う
ち
の
査
の
文
書
は
、
光
緒
三
年
の
一
一
一
月

末
の
文
書
が
多
い
し
、
蓋
の
一
号
か
ら
三
七
号
と
い
う
大
へ
ん
若
い
序
数
が
つ
い
て
い
る
の
で
、
翌
、
光
緒
四
年
正
月
分
の
最
初
の
文

書
と
し
て
蓋
を
記
さ
れ
た
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
蓋
も
一
致
す
る
。
た
だ
慕
だ
け
は
全
く
合
わ
な
い
。
毎
年
一
文
字
ず

つ
使
っ
て
い
っ
た
と
す
れ
ば
、
光
緒
一
九
年
分
は
傷
の
み
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
こ
こ
で
は
同
一
年
で
慕
も
併
用
さ
れ
て
い
る
。
が
、
と

も
か
く
こ
の
慕
字
を
つ
け
ら
れ
た
五
通
の
文
書
を
除
け
ば
、

（
却
）

た
円
ノ
。

一
年
分
に
一
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
ま
ず
誤
り
な
い
で
あ
ろ

こ
の
仮
定
に
基
ず
い
て
、
千
字
文
の
第
一
文
字
目
「
天
」
が
記
さ
れ
た
文
書
の
年
を
算
定
し
て
み
る
と
、
難
正
一
一
一
（
一
七
三
四
）

年
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
も
し
前
記
の
仮
定
が
ず
っ
と
以
前
か
ら
正
確
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
清
書
し
て
戸
司
に
保
管
さ
れ
て
い
た
文

書
は
、
擢
正
一
二
年
分
か
ら
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
又
そ
の
上
に
乾
隆
三
二
（
一
七
六
七
）
年
分
と
嘉
慶
一
一
一
一
（
一
八
一
七
〉
年
分
の

文
書
が
、
八
月
の
時
点
で
そ
れ
ぞ
れ
既
に
六
回
二
号
と
六
三
八
号
を
数
え
て
い
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
ト
す
メ
ト
旗
文
書
十
万

53 

余
通
と
い
う
数
も
充
分
納
得
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
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言語別全文書番号

満洲文文書 モンゴノレ文文書 漢文文書

司主部廷

54～55, 57, 58, 59, 60, 61, 1～53, 56, 57, 58, 59, 62,63～66,69～73, 76, 
62, 74, 79, 84, 86, 87, 88 60,67～68,75,77～78, 81,82,83,85,93～98 
～90 80, 82, 83, 84, 85, 86, 

87,91～92,99 

100～105,107～112～136, 106,112,142～143, 137,139,141,144,146～ 
138,140,145,170～171, 165, 174～175, 178～ 164,166～169,172～173, 

戸 181～182,185～188, 191, 179,281 176～177,180,183～184, 

司 195,201,204,209,211～ 189～190,192～194,196～ 
213,215～216,221～223, 200,202～203,205～208, 

之 226～227,247～251, 253, 210,214,217～220,224～ 

部
257～262,267引 273,275 225,228～246,252,254～ 

256,263～266,274,276～ 

280,282～287 

表三

次
に
言
語
別
の
構
成
で
言
う
と
、

モ
ン
ゴ
ル
文
文
書
は
兵
可
之
部

（
特
に
康
田
川
）
に
、
満
洲
文
、
漢
文
文
書
は
戸
司
之
部
に
か
た
ょ
っ

て
い
る
。
た
だ
し
の
ベ
総
数
と
し
て
は
三
っ
と
も
大
差
な
い
（
表

参
照
）
。

の
ベ
数
と
は
、

二
言
語
併
用
文
書
を
両
方
の
言
語
か
ら

通
と
数
え
た
数
で
あ
る
。
大
部
分
の
文
書
は
ど
れ
か
一
種
類
の
言
語

下線のついている文書は、二言語が併用されているもの。

で
書
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
十
二
通
だ
け
二
種
類
の
言
語
が
併
用
さ

（幻）

て
い
る
も
の
が
あ
る
（
表
三
参
照
）
。
う
ち
第
五
七
、
五
八
、
五
九
、

い
ず
れ
も
前
半
の
満
洲
文
と
後
半

（

m） 

の
モ
ン
ゴ
ル
文
の
内
容
が
ほ
ぼ
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
同
一
の
文

旬、、」、、

F
ノ
一
ノ

八
七
の
五
通
の
文
書
は
、

書
を
満
蒙
二
体
で
書
き
表
わ
し
て
あ
る
例
で
あ
る
。
満
漢
、
蒙
漢
に

関
し
て
は
こ
の
種
の
例
は
な
い
。

年
代
面
で
可
資
料
集
成
』
の
構
成
上
、
特
に
目
に
つ
く
の
は
、
兵

司
で
康
照
期
の
文
書
（
モ
ン
ゴ
ル
文
）
が
異
常
に
多
い
こ
と
と
、
戸

司
で
乾
隆
期
の
文
書
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
理
由
は

、ノ、母、，
h
k

、。

士
カ
Fd
カ
L

一
方
兵
可
之
部
の
道
光
期
、
戸
司
之
部
の
康
照
、
薙

正
期
は
、

い
ず
れ
も
編
集
の
時
点
で
文
書
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
と

説
明
し
て
あ
る
（
凡
例
）
。

」
れ
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、

全
体



と
し
て
各
時
代
の
文
書
を
ま
ん
べ
ん
な
く
収
録
し
よ
う
と
い
う
編
集
姿
勢
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
が
つ
く
。

文
書
の
内
容
別
分
類
と
そ
の
実
例

清代内蒙古帰化城ト世メト旗の公文書について

『
資
料
集
成
』
の
文
書
は
内
容
が
実
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
ほ
か
か
ら
は
う
か
が
い
知
れ
な
い
歴
史
的
事
実
を
豊
富
に
含
ん
で

い
る
。
そ
の
た
め
分
類
す
る
項
目
を
細
か
く
し
て
多
め
に
立
て
、
同
一
文
書
を
複
数
の
項
目
で
リ
ス
ト
ア
す
プ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

文
書
の
全
容
を
カ
バ
ー
す
、
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
方
針
で
ま
と
め
た
の
が
表
四
で
あ
る
。
以
下
、
表
に
沿
っ
て
内
容
を
ま
と
め

て
行
く
が
、
項
目
の
順
序
に
深
い
意
味
は
な
い
。

a 

土
地
関
係

帰
化
城
周
辺
に
は
既
に
清
初
か
島
耕
地
が
広
が
っ
て
お
り
、
漢
人
入
植
者
も
多
か
っ
た
の
で
、
土
地
を
め
ぐ
る
も

め
ご
と
が
頻
発
し
て
い
た
。

モ
ン
ゴ
ル
人
同
士
の
土
地
争
い
は
、
地
代
徴
収
権
の
売
買
・
貸
借
・
相
続
に
発
す
る
r

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
つ
ま
り
彼
ら
自
身

は
あ
ま
り
耕
作
を
せ
ず
、
土
地
を
漢
入
に
貸
し
’
宅
地
代
を
徴
収
し
て
い
た
ら
し
い
。
そ
れ
に
対
し
て
モ
ン
ゴ
ル
人
と
漢
人
と
の
土
地
争

い
は
‘
土
地
そ
の
も
の
の
売
買
一
〆
貸
借
に
発
す
る
も
の
が
多
い
。
第
一

O
九
、
一
二
五
文
書
に
は
漢
人
が
、
借
り
た
土
地
に
親
族
の
死

体
を
埋
め
て
墓
を
作
り
、
既
成
事
実
作
り
を
ね
ら
っ
た
例
ま
で
見
え
る
。
モ
ン
ゴ
ル
人
に
よ
る
個
人
的
土
地
所
有
の
発
生
時
期
や
存
在

範
囲
は
、
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。
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土
地
争
い
の
文
書
は
訴
状
（
全
て
モ
ン
ゴ
ル
人
に
よ
る
〉
が
多
く
、
各
庁
の
同
知
は
モ
ン
ゴ
ル
人
の
言
い
分
を
き
い
て
く
れ
な
い
と

い
う
訴
え
も
見
ら
れ
る
。
管
轄
の
分
担
と
h
う
レ
ベ
ル
を
越
え
て
、
漢
人
は
庁
（
同
知
〉
を
、
モ
ン
ゴ
ル
人
は
旗
（
副
都
統
）
を
頼
る

傾
向
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
漢
人
農
民
は
、
無
許
可
で
旗
の
境
界
を
越
え
て
そ
l
ミ
ン
ガ
ン
や
チ
ャ
ハ
ル
、
四
子
部
落
に
も
耕
地
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外モンゴノレにかかわるもの 6, 11, 15, 51, 191, 212, 215, 250, 258, 259 
k 
イリにかかわるもの 260, 261 

辺境 青海にかかわるもの 42, 74, 216 

チベット・ジュ｝ンカツレにかかわるもの 8, 12, 42 

災害
111…却問 171
11, 124 

mlトワメト旗の学校と書記 ¥ 41，既181，肌肌267

n 賃金・俸禄の記してあるもの

192 120 121川川
102, 129, 1so, 1&1, 221, 247, m, 261 

。｜公定の訳語

の 他 114 16. 30 31 33山 50山 5
253, 262 

内容が多岐にわたるものは複数の項目でリストアップした。項目の順序に深い意
味はない。

帰化城トゥメト旗とオラーンチャップ盟（概略図）

＠帰化城と綬遠城（現呼和浩特）
①帰化城トゥメト旗 ②四子部落旗
③ハルハ右翼旗（ダルハンベイレ旗） ④モーミンガン旗
⑤オラト旗（三旗あり） ②，③，④，⑤がオラーンチャップ盟



57 清代内蒙古帰化城ト pメト旗の公文書について

表四文書の内容別分類（満洲文・モγゴル文のみ〉

内 容 文書番号

土地争いの訴訟（モンゴル人同士〉 77, 78, 79, 80, 83, 84, 85, 91, 135, 195 
a ，， （モンゴル人対漢人〉 82, 107, 109, 114, 115, 117, 125, 178 

土 漢人の越境耕作問題 106, 112, 138, HO, 142, 143 

地係関
土地利用の訴訟・争い 75, 165, 204 

土地・家の売買とそれに対する課税 54, 134, 201 

土地改良 126 

b I土地争い以外の訴訟 ｜鎚，州肌瓜批幻

c 窃 盗 18, 27, 32, 37, 38, 39, 40, 46, 47, 49, 56, 59, 

犯
60, 67' 68, 99, 100, 101, 248 

窃盗以外の犯罪 5, 6, 21, 52, 99,100,101,118, 142, 143, 213, 226 
罪 官吏・台吉らの処罰 5, 6, 10, 18, 21, 54, 100, 101 

トpメト旗における官吏・兵士の派遣費用 113, 127' 128, 182, 186, 187' 188, 209, 221, 222 

d （駐屯・巡察〉 223, 268, 269, 270, 271, 272, 273 

ト
，， （それ以外〉 89, 123, 212, 215, 226, 248，おo,259, 260, 261 

'7 人馬・物品の供出（費用を記したもの〉 74, 212, 215, 250, 259, 260, 261 
メ ，， 〈費用を記してないもの〉 3, 8, 12, 15, 19, 25, 27, 41, 216，お8ト
旗 理藩院への人馬・物品の送付 2, 4, 9 
の トヮメト旗における穀物保管 11, 19, 23, 24 

皇霊
トヮメト旗の財政（銀の利子〉 110, 111, 113, 116, 122, 186, 187' 212, 221, 223 

227' 268, 269 
，， （それ以外〉 11, 105, 113, 118, 132, 136, 181, 188，却9,247 

公文書作成費用 211, 249 

e j旗の境界のオポー l肌川札106,112, 138，凶
f I石炭の採掘 ｜胤肌肌肌肱川

gl北京への年班〈新年の臓〉
hi武器・軍馬の点検命令
1 ラマ・パンディらにかかわるもの 5, 8, 12, 20, 40, u, 46, 52, 57, 67' 68, 78, 99, 
ラ 134, 170, 213, 281 
ヨマ
ラマ寺院にかかわるもの 20, 41, 92, 99,143, 174, 175, 178, 179, 213, 281 

警祭礼とその費用 251, 257 

j l文書送付の事務連絡 ｜川n，同m
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を
広
げ
、

（お）

モ
ン
ゴ
ル
人
の
強
い
反
発
を
招
い
て
い
る
。

土
地
利
用
に
関
す
る
争
い
の
例
を
出
す
と
、
第
一
六
五
文
書
で
オ
ラ
ト
三
旗
長
が
、
牧
地
代
を
め
ぐ
っ
て
ト
ゥ
メ
ト
の
漢
人
や
托
克

｛

M
A）
 

托
庁
と
対
立
し
、
ト
ヮ
メ
ト
副
都
統
に
介
入
を
要
請
し
て
い
る
。
ま
た
土
地
売
買
の
文
書
か
ら
は
、
地
価
が
わ
か
る
。

b 

土
地
争
い
以
外
の
訴
訟

借
金
返
済
、
家
畜
の
売
買
、
寛
罪
等
の
訴
訟
が
見
ら
れ
る
。

c 

犯
罪

窃
盗
、
特
に
家
畜
泥
棒
の
案
件
が
多
い
。
被
害
者
が
他
旗
ま
で
犯
人
を
追
っ
て
行
っ
た
例
や
捕
縛
に
旗
の
騒
騎
校
（
満

洲
語
で
同
ロ
ロ
宕
ゲ
ow
。r
p
モ
ン
ゴ
ル
語
で

W
口
口
含
宮
山
口
『
己
）
ら
が
派
遣
さ
れ
る
例
、
他
旗
に
ま
で
指
名
手
配
が
及
ぶ
例
な
ど
か
ら
、

犯
人
捕
縛
の
シ
ス
テ
ム
が
よ
く
わ
か
る
。
そ
の
他
の
犯
罪
で
は
、
無
許
可
の
石
炭
採
掘
（
後
述
）
、
人
身
売
買
未
遂
（
第
五
二
文
書
）
、

越
境
耕
作
者
の
捕
縛
等
の
案
件
が
あ
る
。

官
吏
、
台
吉
ら
の
処
罰
は
、
行
政
上
の
ミ
ス
や
怠
慢
に
よ
る
も
の
が
多
い
が
、
第
六
文
書
で
は
娘
を
ハ
ル
ハ
へ
嫁
が
せ
る
べ
く
連
れ

（お
v

て
行
っ
た
官
苫
色
仏
の
四
等
台
士
口
、
が
官
位
・
財
産
を
没
収
さ
れ
た
例
が
見
え
る
。

d 

ト
ゥ
メ
ト
旗
の
負
担
と
財
政

派
遣
や
供
出
で
旗
か
ら
出
す
官
吏
・
兵
士
、
馬
、
荷
車
等
の
諸
費
用
（
人
間
は
食
費
の
み
）
支

A

（お）

出
の
文
書
は
全
て
満
洲
文
文
書
で
、
兵
司
の
要
請
に
よ
っ
て
戸
司
が
銀
庫
の
所
（
自
g
m
m｛
E
E
Bロ
ロ
二
u
る
に
銀
の
支
出
を
命
じ
た

文
書
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
。
官
吏
・
兵
士
の
派
遣
で
は
、
大
青
山
の
北
（
国
－
宮
町
田
B
R
m
O
の
各
地
で
駐
屯
（

E
E口同町ゲロ
B
E）、

盗
賊
の
巡
察
ハ

E
－
z
r
o
z
g
m山
吉
氏
自
問
宮
山

gEBσ
む
を
さ
せ
た
例
が
多
く
、
毎
月
の
食
費
を
細
か
く
計
算
し
て
支
出
し
て
い

（幻）る
。
そ
の
他
の
派
遣
費
用
で
は
、
遠
方
の
ラ
マ
や
役
人
の
送
迎
、
護
衛
が
多
〈
、
オ
ボ
l
の
修
理
、
犯
罪
の
調
査
等
も
あ
る
。
人
馬
・

物
日
間
の
供
出
で
は
、
護
衛
兵
の
ほ
か
、
道
案
内
人
、
使
者
の
乗
用
馬
、
貧
民
救
済
の
た
め
の
穀
物
等
を
供
出
し
て
い
る
。
ま
た
理
藩
院

ま
で
送
っ
て
い
る
例
も
あ
る
。
第
二
一
二
、
二
回
文
書
で
は
山
西
巡
撫
が
加
で
穀
物
を
フ
フ
ホ
ト
近
く
へ
移
し
、

工
部
、
理
藩
院
の
役
人



が
穀
物
庫
五
十
を
築
く
と
あ
る
。
そ
の
際
ト
？
メ
ト
旗
が
労
働
者
を
出
し
、
大
同
府
が
賃
金
を
出
す
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

2

～
旗
の
財
政
で
は
第
一
一
一
ニ
文
書
が
出
色
で
あ
る
。
ま
ず
嘉
慶
二
一
年
に
お
け
る
ト
世
メ
ト
旗
の
財
政
収
支
が
、
綬
遠
城
将
軍
を
経
て

理
藩
院
へ
提
出
さ
れ
、
皇
帝
の
勅
で
承
認
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
そ
れ
が
ま
た
理
藩
院
、
将
軍
を
経
て
ト
？
メ
ト
ヘ
送
ら
れ
た
。
こ

の
う
ち
最
後
の
、
将
軍
か
ら
ト
ゥ
メ
ト
副
都
統
へ
送
ら
れ
た
文
書
が
こ
れ
で
あ
る
。
ー
こ
こ
に
は
細
々
と
し
た
旗
の
収
入
が
、
銀
と
銅
銭

清代内蒙古帰化城ト pメト旗の公文書について

の
正
確
な
額
を
と
も
な
っ
て
現
わ
れ
る
（
支
出
は
あ
ま
り
詳
し
く
な
い
）
。

主
な
収
入
源
と
し
て
は
、

石
炭
鉱
山
の
収
益
、
帰
結
道
か

石
炭
や
ラ
ク
ダ
の
交
易
で
作
つ
だ
基
金
か
ら
の
利
子
（
銀
の
利
子
と
し
て
多
く
の
文
書
に
頻
出
す
る
）
、

代
な
ど
が
見
え
る
J

銀
の
利
子
以
外
の
旗
の
財
政
に
つ
い
て
は
、
石
炭
の
収
益
を
記
し
た
も
の
が
多
い
。
公
文
書
作
成
用
の
紙
、
筆
等

ら
受
け
取
る
銀
、

塩
税
、
地

の
費
用
を
記
し
た
も
の
も
こ
通
あ
る
。

旗
の
境
界
の
オ
ボ
I
（
石
積
み
）

第
八
六
か
ら
九

O
まz
で
の
文
書
は
一
連
の
文
書
で
、

ト
ク
メ
ト
i
ζ

、
モ
lh
ミ
ン
ガ
ン
、

四

e 
子
部
落
、

ハ
ル
ハ
右
翼
各
旗
と
の
境
界
に
印
と
し
て
設
け
た
オ
ボ
ー
が
く
ず
れ
そ
う
な
た
め
、
双
方
か
ら
役
人
を
出
し
て
共
同
で
直

し
、
費
用
を
支
出
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
他
四
通
は
、
越
境
耕
作
に
か
ら
ん
で
オ
ボ
ー
を
直
そ
う
と
い
う
も
の
。
な
お
第
九

O
文

室
田
は
ト
ゥ
メ
ト
、

モ
1
ミ
ン
ガ
ン
両
旗
境
界
の
オ
ボ
l
七
O
個
の
修
理
報
告
書
で
、

オ
ボ
l
の
位
置
と
名
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

石
炭
の
採
掘
、

ト
P

メ
ト
旗
か
ら
は
石
炭
が
か
な
り
と
れ
た
ら
し
く
、
旗
の
収
入
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
の
は
前
述
の

f 
通
り
で
あ
る
。
文
書
の
内
容
と
し
て
は
、

一
一
九
文
書
）
、

モ
ン
ゴ
ル
人
が
副
都
統
に
採
掘
許
可
証
を
求
め
た
も
の
（
第
一

O
四、

漢

入
の
無
許
可
採
掘
を
告
発
し
た
も
の
門
第
一
一
八
、
二
二
六
文
書
）
が
あ
り
、
他
は
石
炭
収
益
を
公
費
に
入
れ
た
例
で
あ
る
。
鉱
山
の

位
置
は
、
ー
各
支
書
に
フ
ヲ
ホ
ト
の
西
北
百
三
十
余
盟
、
西
二
百
余
里
、

ト
P

メ
ト
・
四
子
部
落
両
旗
の
境
界
、
大
青
山
な
ど
と
あ
る
の

59 

で
、
旗
の
北
部
、
西
部
方
面
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
第
一
一
八
文
書
は
、
漢
入
が
無
許
可
で
掘
っ
た
石
炭
を
安
く
売
る
の
で
、
旗
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公
認
の
石
炭
が
売
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
旗
の
鉱
山
の
参
領
が
告
発
し
、
漢
人
の
採
掘
停
止
を
申
請
し
た
も
の
で
あ
る
。
ト
ヮ
メ
ト
旗

に
石
炭
鉱
山
を
管
轄
す
る
参
領
が
居
た
こ
と
は
、
他
の
文
書
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
第
二

O
九
文
書
で
は
こ
の
参
領
が
、
同
治
元
年
二
月

分
の
石
炭
の
売
り
上
げ
の
銅
銭
十
六
万
七
千
九
百
二
十
四
枚
の
う
ち
七
割
を
旗
の
銀
庫
に
入
れ
、
三
割
を
鉱
山
へ
派
遣
さ
れ
た
官
吏
・

兵
士
の
食
料
と
し
て
い
る
。
第
一

O
五、

一
三
六
文
書
も
同
様
で
あ
る
。

g 

北
京
へ
の
年
班
（
新
年
の
朝
賀
）

新
年
の
朝
賀
に
北
京
へ
来
る
順
番
や
指
示
を
、
理
藩
院
が
各
旗
の
王
公
に
伝
え
た
も
の
。

h 

武
器
・
軍
馬
の
点
検
命
令

一
一
一
通
と
も
印
刷
さ
れ
た
文
書
で
、
理
藩
院
が
各
旗
の
兵
士
の
武
器
・
軍
馬
を
怠
り
な
く
点
検
せ
よ

と
命
じ
て
い
る
。
毎
月
送
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。

ラ
マ
教
等

ラ
マ
に
関
す
る
文
書
に
は
、
ラ
マ
や
下
位
の
パ
ン
デ
ィ
に
よ
る
犯
罪
（
第
四

O
、
五
二
、
六
八
、
九
九
文
書
）
や

訴
訟
（
第
七
八
、
二
一
三
文
書
）
の
文
書
が
多
い
。
他
に
第
五
七
文
書
は
、
兵
司
を
担
当
し
た
副
都
統
が
フ
フ
ホ
ト
の
シ
レ
ト
ホ
ト
ク

ト
に
出
し
た
文
書
で
、

フ
フ
ホ
ト
の
ラ
マ
た
ち
の
飲
酒
、
妻
帯
を
取
り
締
ま
る
の
に
協
力
を
命
じ
た
文
書
。
第
四
一
文
書
は
、

モ
ン
ゴ

ル
語
版
甘
珠
爾
を
チ
ベ
ッ
ト
語
版
と
対
照
さ
せ
て
直
す
た
め
、

ま
た
第
一
七

O
文
書
は
、

道
光
コ
一
十
（
一
八
五

O
）
年
十
二
月
に
、 モ
ン
ゴ
ル
文
に
通
じ
た
書
記
を
ド
ロ
ン
ノ
l
ル
へ
送
れ
と
い
う
勅
令
。

チ

ヤ

ν
タ

ヤ

ホ

ト

タ

ト

北
京
の
薙
和
宮
で
第
一
七
代
官
話
住
吉
宮
z
r
Z
（
満
洲
文
）

た
る
転
生
者
が
決
定
さ
れ
た
時
の
勅
で
あ
る
。
即
位
聞
も
な
い
威
豊
帝
の
興
奮
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。

ン
ゴ
ル
文
）
。

寺
院
は
フ
フ
ホ
ト
周
辺
の
も
の
が
頻
出
す
る
が
、
具
体
的
な
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
み
を
リ
ス
ト
ア
γ
プ
し
た
（
概
ね
モ

（お）

一
七
八
文
書
は
己
｝
冊
目

E1mmgaHmg々
ミ
民
畠
B
－
四
（
延
寿
寺
）
に
関
す
る
も
の
で
、
特
に
後
者
で

第
一
四
三
、

は
こ
の
寺
が
漢
人
か
ら
と
り
た
て
る
地
代
で
寺
院
を
運
営
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
漢
人
と
争
っ
て
い
た
こ
と
は
こ
の
寺
も
同
様
で

あ
る
。
第
一
七
四
、

一
七
五
、

一
七
九
文
書
は
山
田
ロ
ヨ
ロ
回
目
（
善
因
寺
）
に
関
す
る
も
の
で
、
ト
ヮ
メ
ト
旗
か
ら
行
っ
た
ラ
マ
に
天
幕



を
建
て
る
銀
を
旗
の
衝
門
が
渡
す
際
の
交
渉
。
第
九
二
、
二
八
一
文
書
は
、

3
E
Zロ
ゲ
己
具
に
あ
る
号
店
曲
目
司
自
由
ゲ
ロ
ミ
ミ
色
色
目
ゐ

（
仁
佑
寺
〉
が
ト
P
メ
ト
旗
の
街
門
に
寺
院
運
営
費
を
要
求
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
通
と
祭
礼
の
二
通
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

文
書
送
付
の
事
務
連
絡

第
二
ニ
、
三
五
文
書
は
、
各
旗
か
ら
理
藩
院
へ
各
々
、
『
大
清
一
統
士
山
』
の
編
集
材
料
と
な
る
情
報
、

旗
内
の
高
齢
者
の
名
簿
を
送
れ
と
い
う
命
令
。

清代内蒙古帰化城ト世メト旗の公文書について

k 

辺
境

こ
の
項
目
の
文
書
は
、
辺
境
の
使
者
や
官
吏
が
通
過
す
る
際
の
送
迎
等
の
も
の
が
多
い
。
他
に
第
六
、
五
一
文
書
は
ハ

ル
ハ
と
の
交
易
、
交
渉
。

第
四
二
文
書
は
ハ
イ
シ
V

ヒ
氏
の
翻
訳
し
た
文
書
で
（
注
1
参
照
〉
、

ツ
ェ
ワ
ン
ア
ラ
ブ
タ
ン
の
派
遣
し
た

ジ
ュ
ー
ン
ガ
ル
軍
が
、

チ
ベ

v
ト
へ
侵
入
し
た
際
の
事
情
を
よ
く
伝
え
て
お
り
、
大
へ
ん
興
味
深
い
。

一
七
一
文
書
〉
、

オ
ラ
ト
、

モ
I
ミ
ン
ガ
ン
（
第
五
八
文
書
〉
等
の
貧
民
救

貧
民
の
救
済
と
災
害

ト
ゥ
メ
ト
（
第
三
二
、

済
の
様
子
が
わ
か
る
。
第
一
一
、

一
五
文
書
で
、

ト
ヮ
メ
ト
旗
か
ら
ハ
ル
ハ
の
貧
民
に
穀
物
を
送
る
と
い
う
の
は
、

ガ
ル
ダ
ン
の
ハ
ル

ハ
侵
入
と
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
、
第
一
一
、

一
二
四
文
書
は
、

ト
す
メ
ト
の
早
魅
と
水
害
を
伝
え
て
い
る
。

立1

ト
P
メ
ト
旗
の
学
校
（
宮
口
山
富
満
洲
語
）
と
書
記
第
二
四
七
文
書
は
、
旗
の
学
校
の
経
費
を
支
給
す
る
文
書
で
、
教
官
の
こ

と
な
ど
も
興
味
深
い
。
第
五
五
文
書
は
満
蒙
両
文
に
通
ず
る
書
記
が
必
要
な
こ
と
を
、
第
二
七
五
文
書
は
、
学
校
の
満
蒙
両
文
に
通
じ

た
子
供
を
書
記
見
習
い
と
し
て
衛
門
に
送
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
当
時
の
学
校
と
は
、
書
記
の
養
成
所
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
前

述
の
第
四
一
文
書
を
除
く
残
り
一
一
一
通
は
、
書
記
の
賃
金
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

n 

物
価
の
記
し
て
あ
る
も
の
と
賃
金
・
俸
禄
の
記
し
て
あ
る
も
の

第
二
五
一
、
二
五
七
文
書
が
特
に
貴
重
で
あ
る
。
い
ず
れ
も

祭
礼
に
使
っ
た
物
品
の
代
金
を
、
前
者
は
三
十
六
種
、
後
者
は
三
十
四
種
の
品
目
に
わ
た
っ
て
あ
げ
て
い
る
。
例
え
ば
牛
一
頭
が
銀
十

61 

両
、
小
麦
粉
一
斤
が
銀
三
分
等
々
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
砂
糖
、
酒
、
木
炭
、
蜂
蜜
等
実
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
ま
た
第
九
二
、
二
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八
一
文
書
に
は
、
寺
院
で
使
う
細
か
い
物
品
の
値
段
が
列
記
し
て
あ
る
。

。
公
定
の
訳
語

漢
語
と
満
洲
語
で
欽
定
の
訳
語
が
記
し
て
あ
る
。

p 

そ
の
他

例
え
ば
第
一
四
文
書
は
賦
役
、
第
三

O
文
書
は
年
末
年
始
の
印
璽
の
封
印
・
開
印
、
第
一
四
五
文
書
は
モ
ン
ゴ
ル
人

の
養
子
縁
組
、
第
一
八
五
文
書
は
避
語
、
第
二
五
三
文
書
は
康
照
帝
の
誕
生
日
の
禁
止
事
項
、
第
二
六
二
文
書
は
日
食
に
関
す
る
も
の

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
珍
し
い
内
容
を
含
ん
で
い
る
。

お

わ

り

ト
ヶ
メ
ト
旗
文
書
か
ら
抜
き
出
さ
れ
た
影
印
版
の
檎
案
史
料
で
、

清
代
内
モ
ン
ゴ
ル
の
真
実
の
姿
を
伝
え
る
現
地
の
一
等
史
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
の
詳
細
な
検
討
に
よ
っ
て
、
我
々
は
、
漢
人
と

以
上
述
べ
て
来
た
こ
と
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
寸
資
料
集
成
L

は、

の
土
地
争
い
や
石
炭
鉱
山
、
旗
の
境
界
、
犯
罪
者
の
捕
縛
な
ど
、
当
時
の
モ
ン
ゴ
ル
人
の
生
き
て
い
た
世
界
を
生
々
し
く
よ
み
が
え
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
経
済
史
的
な
面
で
言
う
と
、
旗
の
財
政
収
入
、
ラ
マ
寺
院
の
運
営
、
当
時
の
物
価
等
が
実
に
細

か
く
正
確
な
数
字
で
現
わ
れ
、
信
頼
性
が
高
い
。

今
後
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
活
用
し
、

い
っ
そ
う
臨
場
感
の
あ
る
歴
史
像
の
再
現
に
進
ん
で
い
き
た
い
。

注（1
〉
例
え
ば
、
ハ
イ
シ
ッ
ヒ
氏
が
次
の
論
文
で
文
書
一
通
〈
「
資
料
集
成
』
の
第
四
二
文
書
）
を
転
写
、
全
訳
さ
れ
て
い
る
。

4
〈－

E
2
2
m－

E
何
日
回
目
。
ロ
問
。
ロ
田
口
町
百
円

Nowmo口
白
白
血

ZnHHO円
四

0
2
n
E
出

ro吋
品
。
吋

C

－20口
O
E
r

－－E
4，F
Z
ロ
ロ

ι
《
回
目
。
司
日
出
国
内
H
2
Eロ
四
〈
。
ロ

F
r
g同
H

叶ロ～

N
R
凡
な
円
守
主
吾
、

b
g旨
と
お
足
。
、
h
H
n
ミ
昔
、
帆
h
S
S
C
2忠
夫
Ekd・
5ιiN・
5
E・
E－
ω由
H

品
H
H
・
ま
た
一
九
七
九
年
の
第
五
回
東
亜

ア
ル
タ
イ
学
会
（
台
北
〉
で
森
川
哲
雄
氏
も
第
四
二
文
書
を
中
心
に
紹
介
さ
れ
た
。
↓

3
5
7向
。
担
問
〉
巧
P
a
n
Oロ
同
r
o
u。
2
B
g
z
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C
同
吾
o
m
u曲
目

m’MM曲
目
】
M
O江
口
門
戸

oh
問。

r
o
o。
富
山
山
田
叶
由
自
由
円
問
。
富
山
間
E
（

H
，vo
、
吋
回
目
。
円
四
回
同
国
回
帰
背
広
岡

oro
同

v
o
g〉
噂

也

、

HNOの
周
回
－

b
H
Hく
の
句
。
匂
凶
］
同
旬
、
同
同
記
岡
弘
匂
吋
’
b
h口
弘
切
『
入
山
わ
吋

KM叫
吋
旬
。
。
。
旬
、
周
知
凶
旬
。
凶
司
・

5
H
I
H
S－邑－

S
の
げ
が
ロ
の
広
喜
・
－
H
回
目

E

5
8
寸
曲
目
宮
山
・
氏
は
同
（
一
九
七
九
〉
年
の
東
方
学
会
第
二
九
回
全
国
会
員
総
会
で
も
同
様
の
発
表
を
さ
れ
た
。

ハ
2
〉
『
翻
誇
』
は
例
え
ば
今
堀
誠
二
『
中
国
封
建
社
会
の
機
構
｜
｜
帰
緩
（
呼
和
浩
特
〉
に
お
け
る
社
会
集
団
の
実
態
調
査
』
ハ
日
本
学
術
振
興

会
、
一
九
五
五
年
〉
の
六
五
八
頁
及
び
六
六
七

t
六
九
五
頁
に
お
い
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
こ
の
両
書
の
序
、
編
者
序
、
凡
例
、
奥
付
は
い
ず
れ
も
大
へ
ん
簡
略
で
あ
る
た
め
、
そ
こ
に
明
記
さ
れ
て
い
る
事
柄
を
利
用
す
る
場
合
は
、

繁
雑
さ
を
避
け
る
べ
く
い
ち
い
ち
出
典
の
注
を
つ
け
な
い
。
直
接
引
用
す
る
場
合
は
「
」
で
示
す
。

（4
〉
巴
彦
塔
並
盟

Q
a
S
S
E－u
、
宮
町
苫
－
E
ロ
〉
と
い
う
行
政
区
画
は
、
清
代
の
チ
ャ
ハ
ル
の
一
部
と
帰
化
城
ト
ヲ
メ
ト
の
地
域
を
中
心
に
し

て
一
九
三
七
年
に
成
立
し
た
も
の
で
、
清
朝
及
び
民
国
期
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
『
蒙
古
連
盟
自
治
政
府
巴
彦
塔
挫
盟
公
署
官
房
巴
彦
塔
泣

盟
要
覧
』
（
F
如何、

ι一
九
三
九
年
〉
参
照
。
（
・
印
筆
者
〉

（
5
〉
『
資
料
集
成
』
編
者
序
の
六
頁
に
「
本
輯
が
全
文
書
の
護
見
以
後
僅
か
に
一
年
有
徐
に
し
て
今
日
h

は
や
く
も
上
梓
さ
れ
る
に
至
り
し
は
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
逆
算
し
た
。

（
6
）
帰
化
城
ト
？
メ
ト
旗
の
官
制
を
略
述
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
最
初
崇
徳
元
年
に
左
右
翼
都
統
が
置
か
れ
、
順
治
四
年
以
後
は
中
断
は

あ
っ
た
も
の
の
世
襲
さ
れ
て
い
た
。
じ
か
し
乾
隆
二
年
、
十
九
年
以
後
各
々
世
襲
が
と
り
消
さ
れ
、
さ
あ
に
乾
隆
二
十
八
年
帰
化
城
b
世
メ
ト

旗
が
綬
遠
城
将
軍
の
管
轄
下
に
置
か
れ
た
後
、
廃
さ
れ
た
。
副
都
統
も
多
い
時
に
は
四
名
置
か
れ
た
が
、
徐
々
に
減
員
さ
れ
一
名
と
な
っ
た
。

光
緒
『
大
清
会
典
事
例
』
巻
九
百
七
十
六
、
『
欽
定
外
遺
書
家
古
田
部
王
公
表
伝
』
巻
百
十
二
、
百
十
一
一
一
一
等
参
照
。
一
方
こ
の
動
き
と
は
逆
に
梁

正
元
年
帰
化
城
庁
が
置
か
れ
て
以
来
、
周
辺
地
域
に
は
漢
人
を
管
轄
す
る
庁
が
次
々
と
増
設
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
庁
は
、
帰
綬
道
を
介

し
て
山
西
省
巡
撫
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
。
帰
化
城
周
辺
に
は
周
知
の
如
く
明
代
後
半
か
ら
漢
人
が
徐
々
じ
耕
地
を
広
げ
て
き
て
お
り
、
因
子
部

品

V
ヤ畠
T

，

落
や
モ
l
ミ

γ
ガ
ン
等
に
比
し
て
、
よ
り
中
国
本
土
に
似
た
環
境
に
あ
っ
た
。
札
薩
克
（
旗
長
）
が
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
（
一
般
に
は
天

聡
九
年
の
併
が
が
の
乱
の
た
め
と
い
う
。
〉
や
庁
が
次
々
に
増
設
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
と
深
い
つ
な
が
り
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
矢
野

仁
一
『
近
代
蒙
古
史
研
究
』
〈
弘
文
堂
書
一
一
、
一
九
二
五
年
）
第
十
三
、
十
四
章
、
森
川
哲
雄
「
十
七
世
紀
前
半
の
帰
化
城
を
め
ぐ
っ
て
」

令
内
陸
ア
ジ
ア
・
西
ア
ジ
ア
の
社
会
と
文
化
』
出
川
出
版
社
、
一
九
八
一
一
一
年
、
三
七
一
二
l
三
九
O
真

γ等
参
照
。

（
7
）
成
紀
は
此
封
口
駅
わ
紀
元
の
意
。
一
二

O
六
年
を
チ
ン
ギ
ス
汗
の
即
位
年
と
じ
て
数
え
た
も
の
で
、
蒙
古
連
合
自
治
政
府
で
用
い
ら
れ
て
い
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た
。
江
賞
「
蒙
彊
」
（
『
歴
史
教
育
』
一
五
｜
九
・
十
、
一
九
六
七
年
〉
六
三
頁
参
照
。

（
8
〉
奥
付
に
よ
る
。
ま
た
印
刷
は
同
一
一
月
一
目
、
編
者
は
江
寅
（
蒙
古
連
合
白
治
政
府
巴
彦
塔
並
盟
公
署
文
教
科
〉
、
発
行
者
は
竹
本
光
郎
（
同

公
署
庶
務
科
〉
と
な
っ
て
い
る
。

（
9
〉
『
全
国
蒙
文
古
旧
国
有
資
料
朕
合
目
茨
』
（
内
蒙
古
人
民
出
版
社
、
一
九
七
九
年
〉
一
一
一
四
一
頁
、
一
二
ハ
七
番
に
名
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
民

族
文
化
宮
圏
お
健
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。

〈
m〉
筆
者
は
、
四
天
主
寺
国
際
仏
教
大
学
の
原
山
健
氏
の
所
蔵
本
よ
り
複
写
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
日
〉
若
松
寛
「
内
蒙
古
蒙
古
史
学
界
瞥
見
」
（
『
仏
教
史
学
研
究
』
二
八
二
、
一
九
八
六
年
〉

ハ
ロ
〉
満
洲
文
文
書
で
は

g
o
E日
間

3
R
g
寸
兵
の
小
部
局
」
（
頻
出
〉
と
記
さ
れ
て
い
る
。
モ
ン
ゴ
ル
文
文
書
で
は
問
。
ユ
同
a

ロ
ロ
回
目
「
兵
の
司
」

（
巴
は
「
司
」
の
音
を
写
し
た
も
の
、
第
五
九
文
書
の
み
）
、
ま
た
は
満
洲
語
を
モ
ン
ゴ
ル
文
字
で
そ
の
ま
ま
表
記
し
て

moZ曲目
y
q
g
「兵

の
大
役
所
」
（
例
え
ば
第
四

O
、
五
二
、
五
三
文
書
）
と
し
て
現
わ
れ
る
。
た
だ
し
満
洲
文
文
書
中
の
の

g
E二三
m
g
は
、
ほ
と
ん
ど
が

北
京
の
六
部
の
う
ち
の
兵
部
を
指
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
（
例
え
ば
第
一

0
0、一

O
一
文
室
田
〉
、
注
意
を
要
す
る
。
ち
な
み
に
第
四
文
書
の

r
z
m－
E
E｝
常
ハ
モ
ン
ゴ
ル
語
、
『
職
議
官
に
は
「
軍
蛍
局
」
と
あ
る
）
は
兵
部
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
第
五
七
文
書
（
満
蒙
両
文
〉

の

2
0
E
ニE『
m
g－
m耳目
m，
出
ロ
ヨ
『
ロ

E
－
l

ロ
ロ
可
曲
目
ロ
ロ
は
一
般
的
語
義
と
し
て
は
共
に
兵
部
で
あ
る
が
、
こ
の
文
書
で
は
両
方
兵
司
を
指
し

て
い
る
と
解
し
た
方
が
自
然
で
あ
る
（
『
翻
誇
』
は
っ
軍
務
省
」
と
す
る
）
。

（
日
〉
満
洲
文
文
書
で
は

roぽ

g
r
s
gロ
「
戸
の
小
部
局
」
（
頻
出
〉
、
モ
ン
ゴ
ル
文
文
書
で
は
回
目
問
己
口
巴
「
倉
の
司
」
〈
第
八
六
、
八
七

文
書
の
み
）
と
し
て
現
わ
れ
る
。
「
翻
謬
』
は
後
者
を
戸
司
に
当
て
ず
、
た
だ
っ
倉
司
」
と
し
て
い
る
が
、
「
倉
可
」
と
い
う
役
所
は
存
在
し

こ、。

チ
ん
し

（リ
H

）
来
文
と
は
他
の
役
所
か
ら
送
ら
れ
て
来
た
文
書
で
、
行
文
と
は
他
の
役
所
へ
送
ら
れ
た
文
書
の
控
え
。

（
日
）
お
そ
ら
く
木
版
印
刷
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
う
ち
第
七
（
康
照
一
九
年
〉
、
一
七
（
同
三

O
年
）
、
一
八
（
同
二
二
年
）
、
二
五
、
二
六
、
二
九
、

コ一

O
（
以
上
四
通
、
同
三
四
年
〉
、
四
二
（
康
照
、
年
数
は
判
読
不
能
〉
、
五
六
（
潅
正
一
一
年
〉
文
書
は
、
理
藩
院
か
ら
種
々
の
指
示
を
伝
え

た
も
の
（
モ
ン
ゴ
ル
文
）
。
第
七
一
文
書
〈
嘉
慶
十
六
年
〉
は
、
「
刑
部
題
定
時
蹴
屍
国
格
」
と
表
題
が
つ
い
て
い
て
、
人
体
図
と
表
（
漢
文
で
人

体
各
部
の
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
〉
か
ら
な
る
。
十
通
と
も
最
後
に
手
書
き
で
年
月
日
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
一
部
は
送
付
先
も
手
書
き
し
て

あ
る
。
い
ず
れ
も
北
京
で
大
量
に
印
刷
さ
れ
、
各
地
に
配
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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（
日
出
）
十
二
枚
と
も
よ
く
似
た
文
言
が
書
い
て
あ
る
。
例
え
ば
第
一
八
O
文
書
と
一
八
一
文
書
の
間
に
あ
る
表
紙
に
は
、
満
洲
語
と
漢
語
が
次
の
よ

う
な
配
置
で
記
さ
れ
て
い
る
。

ζ

の
上
に
さ
ら
に
二
、
三
語
書
き
加
え
た
も
の
や
印
鑑
の
押
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

渡

L

送

っ

た

案

♂

件

を

清

書

し

て

記

録

し

た

楢

子

》

白同同
t
E
g
o
u、同
rErロ『曲『曲目
g

r白色回一
ro
由民
E
u、曲目。。』
oro
色白ロ岡田。

戸

司

同
治
元
年
正
月
分
行
文
静
檎
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円

一

戸

司

v

roFmo口
同
uzwロ件。ロ

円

同

治

元

年

疋

B

分

自

多

〈

田

所

E

U

可
。
。
回
目
色
白
血
但
回
目
国
ロ
ロ
ロ
出
向
間
同
曲
目
一
σ、同同回目司同『同司同日ロ『口問問。円角川口『陣内同
0

（
ロ
）
何
故
戸
司
之
部
の
み
が
写
し
で
あ
る
の
か
は
全
く
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
戸
司
之
部
の
文
書
が
写
し
で
あ
っ
て
や
や
価
値
が
劣
る
こ
と
は
、

「
資
料
集
成
』
の
凡
例
で
は
っ
き
り
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
編
集
の
時
点
で
既
に
写
し
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

ハ
叩
む
こ
の
千
字
文
と
序
数
詞
の
部
分
は
、
満
洲
文
文
書
で
は
必
ず
満
洲
文
で
、
モ
ン
ゴ
ル
文
文
書
で
は
満
洲
文
か
モ
ン
ゴ
ル
文
で
〈
後
者
は
第
一

七
九
、
二
八
一
文
書
の
み
〉
、
漢
文
文
書
で
は
満
洲
文
か
漢
文
で
記
し
て
あ
る
。
つ
ま
り
文
書
本
体
が
モ
ン
ゴ
ル
文
や
漢
文
で
あ
っ
て
も
、
千

字
文
と
序
数
だ
け
は
し
ば
し
ば
満
洲
文
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
各
々
例
を
あ
げ
る
と
、
満
洲
文
で
は

P
円四岡山岡高島曲目日

roo
「
伏
字
第

七
号
」
（
第
一
四
五
文
書
〉
、
モ
ン
ゴ
ル
文
で
は

P
含
由
民
間
O
Y吉
岡
田
円

r
g占
o
g
「
伏
字
一
百
十
号
」
ハ
第
一
七
九
文
書
〉
、
漢
文
で
は
『
伏

字
十
一
号
』
（
第
一
四
六
文
書
）
と
い
う
ふ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
叩
印
〉
さ
ら
に
来
文
文
書
で
は
、
こ
の
千
字
文
と
序
数
の
次
に
日
付
が
記
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
よ
う
や
く
文
書
そ
の
も
の
が
始
ま
っ
て
い
る
も
の
（
第

二
ハ
五
‘
一
七
四
文
書
等
〉
が
か
な
り
あ
る
。
こ
れ
ら
は
末
尾
に
、
先
の
日
付
よ
り
数
日
な
い
し
約
一
ヶ
月
早
い
別
の
日
付
を
持
っ
て
い
る
場

合
が
多
い
。
こ
れ
は
末
尾
の
方
を
文
書
の
発
送
日
、
冒
頭
の
方
を
文
書
の
受
理
日
と
解
釈
で
き
よ
う
。

（
初
）
第
一
二
二
文
書
（
満
洲
文
）
も
、
一
見
年
代
と
千
字
文
の
文
字
が
合
わ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
『
資
料
集
成
』
編
集
の
際
の
誤

り
で
あ
る
。
こ
の
文
書
は
、
互
い
に
関
連
す
る
二
通
の
文
書
が
く
っ
つ
い
て
で
き
て
い
る
。
一
通
目
は
一
行
目
か
ら
一

O
行
目
ま
で
、
ニ
遠
目

は
一
一
行
白
か
ら
一
四
行
目
ま
で
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
一
行
目
か
ら
一
三
行
自
ま
で
は
嘉
慶
ニ
二
年
八
月
来
文
の
最
後
の
所
に
収
め
ら
れ
て
お

り
、
一
四
行
目
だ
け
が
離
れ
て
、
道
光
五
年
正
月
行
文
の
最
初
の
所
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
文
書
自
体
の
日
付
は
、
一

O
行
自
に
一
通
白
文
書

の
日
付
と
し
て

ι
0
8
包
含
国
間
宮
山
田

E
Y弘
同
包

3

8山富
r
q曲
目
「
道
光
五
年
正
月
」
（
日
を
欠
く
〉
と
あ
り
、
文
書
冒
頭
に
宮
司
同
品
位
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三
巳

r。
。
「
国
字
一
号
し
と
あ
る
の
と
よ
く
一
致
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
本
来
文
書
全
体
が
、
一
四
行
目
の
位
置
（
道
光
五
年
正
月
行
文
の

最
初
）
に
収
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
『
資
料
集
成
」
の
目
次
も
同
様
に
誤
っ
て
い
る
。

〈
公
）
た
だ
し
、
第
六
一
、
六
四
文
書
の
よ
う
に
他
言
語
が
数
語
程
度
混
ざ
っ
て
い
る
も
の
は
、
併
用
と
見
な
さ
な
い
。
併
用
の
十
二
通
は
表
コ
一
に

明
示
し
た
。
表
コ
一
は
、
各
所
で
引
用
し
た
文
書
が
何
語
で
書
か
れ
て
い
る
か
を
示
す
た
め
に
掲
げ
て
お
く
。

（
幻
）
た
だ
し
第
五
九
文
書
は
、
満
洲
文
部
分
に
一
部
混
乱
が
見
ら
れ
る
。
残
り
の
七
通
は
、
関
連
し
た
内
容
が
他
言
語
で
書
き
分
け
ら
れ
て
い
る

も
の
や
、
関
連
し
た
他
の
文
書
を
添
付
し
た
も
の
な
ど
で
あ
る
。

（
お
〉
第
一

O
六
（
副
都
統
あ
て
て
一
一
一
一
（
後
半
は
綬
遠
城
将
軍
あ
て
）
文
書
か
ら
は
、
モ

i
ミ
ン
ガ
ン
旗
宮
沢
ラ
シ
ド
ン
ロ
プ
の
怒
り
が
伝
わ

っ
て
き
て
実
感
が
わ
く
。
第
一
四
O
文
書
は
チ
ヤ
ハ
ル
、
四
子
部
落
旗
方
面
（
漢
人
は
捕
え
ら
れ
た
）
。
第
一
四
二
、
一
四
一
一
一
文
書
で
は
ト
ヮ

メ
ト
内
の
牧
地
で
漢
人
が
捕
え
ら
れ
、
そ
の
家
屋
も
す
ぐ
破
壊
さ
れ
て
い
る
。

（
川
品
〉
例
え
ば
第
五
回
文
書
で
は
五
部
屋
の
家
（
場
所
不
明
〉
が
銀
一
一
一
一
一
一
一
両
三
銭
で
、
第
一
三
四
文
書
で
は
東
西
三
丈
六
尺
、
南
北
一
丈
の
家

（
帰
化
城
の
南
）
が
銅
銭
二
十
八
万
枚
（
土
地
付
き
）
で
売
買
さ
れ
て
い
る
。

ハ

ル

ハ

オ

I
ロ

ト

タ

ν
〆
I
’p

．

‘

レ

ガ

（
お
）
文
書
の
前
半
で
理
藩
院
が
勅
を
引
用
し
て
、
内
モ
ン
ゴ
ル
全
体
に
宮
－

A
P
S
O
H
E－
E国
間

E
p
r
R
E
等
と
の
交
易
、
交
渉
を
禁
じ
て

い
る
。
当
時
（
康
照
十
八
年
処
罰
）
ハ
ル
ハ
は
、
ま
だ
清
朝
領
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
Mm
）
モ
ン
ゴ
ル
語
で
は
出
て
こ
な
い
。
第
一
一
一
一
一
文
書
に
「
フ
フ
ホ
ト
の
ト
ヮ
メ
ト
旗
の

E
5
5
（
倉
）
に
収
め
た
：
：
：
銀
」
と
あ
る
倉
と
同

じ
。
戸
司
に
付
属
し
て
ト
ゥ
メ
ト
旗
の
公
費
を
保
管
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
幻
）
文
書
に
出
て
く
る
多
く
の
駐
屯
地
名
は
、
ほ
と
ん
ど
全
て
理
藩
院
刻
例
に
見
え
、
ト
ク
メ
ト
の
官
吏
・
兵
士
も
月
交
替
で
註
す
る
事
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。
『
欽
定
理
藩
院
則
例
」
（
道
光
）
巻
三
十
四
辺
禁
、
大
青
山
後
移
駐
示
倫
の
項
。

（
叩
却
）
寺
院
の
漢
名
は
、
主
に
次
の
本
に
よ
っ
た
。
金
峰
整
理
注
経
『
呼
和
浩
特
召
店
』
（
内
蒙
古
人
民
出
版
社
、

一
九
八
二
年
、
モ
ン
ゴ
ル
文
）

（
本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
国
立
大
学
の
ミ
シ
ッ
グ
氏
及
び
九
州
大
学
の
森
川
哲
雄
氏
よ
り
多
く
の
助
言
を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
成
稿
後
、
江
賞
氏
（
手
紙
〉
及
び
藤
枝
晃
氏
ハ
内
陸
ア
ジ
ア
史
学
会
で
の
本
稿
発
表
の
際
〉
よ
り
各
々
以
下
の
貴
重
な
御
教
一
広
を
受
け

た
。
四
氏
に
対
し
こ
こ
に
深
く
謝
意
を
表
し
た
い
。
一
、
『
史
料
集
成
』
と
J
側
議
』
の
発
行
部
数
は
い
ず
れ
も
五
百
部
（
全
て
寄
贈
）
で
あ

っ
た
こ
と
。
二
、
『
史
料
集
成
』
第
二
輯
は
、
出
版
準
備
中
に
空
襲
で
焼
け
た
こ
と
。
）
（
大
学
院
後
期
課
程
学
生
）


